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一
月
六
日
、
香
川
県
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
三
豊
中
学
校
、

を
へ
て
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋

史
学
を
卒
業
さ
れ
た
。
卒
業
後
は
、
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
研
究
嘱
託
、

東
方
文
化
研
究
所
助
手
、
京
都
帝
国
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
と
し
て
研

鎖
を
積
ま
れ
、
一
九
四
二
年
、
山
口
高
等
商
業
学
校
の
ち
の
山
口
経
済
専
門

学
校
の
教
授
に
な
ら
れ
て
、
戦
中
戦
後
の
苦
し
い
生
活
の
な
か
で
研
究
に
精

励
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
就
任
、

一
九
五
七
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
東
洋
史
学
第
三
講
座
を
担
任
さ
れ
て
、

主
に
中
国
近
世
史
を
講
じ
、
多
く
の
人
材
を
育
成
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
本
会

の
評
議
員
、
理
事
を
長
年
つ
と
め
ら
れ
て
、
会
の
運
営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

一
九
七
三
年
理
事
長
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
翌
年
四
月
、
停
年
に
よ
り
京
都
大

学
を
退
官
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
ら
れ
、
　
九
八
三
年
に
は
、

　
本
会
の
元
理
事
長

佐
伯
富
先
生
は
、
二

〇
〇
六
年
七
月
五
日

に
老
衰
の
た
め
逝
去

さ
れ
た
。
享
年
九
五

歳
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
捧
げ
る
。

　
先
生
は
一
九
一
〇

年
（
明
治
四
三
）
一

　
　
第
六
高
等
学
校

長
年
の
功
績
に
よ
り
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
。
退
官
後
、
台
湾

大
学
に
一
年
間
出
講
さ
れ
、
七
九
年
か
ら
八
一
年
ま
で
大
谷
大
学
特
任
教
授

を
つ
と
め
ら
れ
た
。
非
常
勤
講
師
と
し
て
は
、
皇
学
館
大
学
、
大
谷
大
学
、

京
都
女
子
大
学
に
出
講
さ
れ
た
。

　
先
生
の
専
門
は
中
国
史
学
で
あ
り
、
宮
崎
市
定
先
生
に
師
事
さ
れ
て
、
宋

か
ら
清
に
い
た
る
中
国
近
世
史
を
主
た
る
研
究
領
域
と
さ
れ
た
。
中
国
近
世

は
独
裁
君
主
政
治
が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
「
そ
の
権
力
構
造
、
経
済
的

基
盤
、
さ
ら
に
は
独
裁
君
主
が
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
に
及
ぼ
し
た
影
響

な
ど
を
追
求
す
る
こ
と
」
が
、
先
生
の
一
貫
し
た
研
究
目
的
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
「
蓄
電
の
皇
城
司
に
就
い
て
」
を
皮
切
り
に
、
近
世
の
制
度
史
、
社
会

経
済
史
の
分
野
で
斬
新
で
実
証
的
な
論
考
を
相
つ
い
で
著
し
て
、
学
界
の
注

目
を
集
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
数
々
の
業
績
は
、
『
中
国
史
研
究
』
第
一
か
ら

第
三
に
収
録
さ
れ
、
第
三
に
は
名
著
『
王
安
石
』
も
含
ま
れ
る
。

　
先
生
は
卒
業
論
文
に
宋
代
の
茶
法
を
え
ら
ば
れ
、
東
方
文
化
研
究
所
で
は

そ
の
史
料
収
集
に
従
事
さ
れ
て
、
『
宋
余
茶
法
研
究
資
料
」
を
編
纂
さ
れ
た

が
、
そ
の
仕
事
を
終
え
る
と
、
茶
立
か
ら
塩
法
－
塩
の
専
売
制
度
の
研
究
に

進
ま
れ
、
こ
れ
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
定
め
ら
れ
た
。
一
九
四
三
年
に
著
さ
れ

た
「
塩
と
支
那
社
会
」
は
、
中
国
史
上
の
塩
の
役
割
を
総
説
し
た
好
論
文
と

し
て
高
い
評
価
を
得
た
。
研
究
は
現
代
に
近
い
二
代
か
ら
始
め
ら
れ
、
一
九

五
八
年
に
『
前
代
善
政
の
研
究
」
を
上
梓
し
、
つ
い
で
明
代
元
代
へ
と
時
代

を
遡
っ
て
、
一
九
八
七
年
、
古
代
か
ら
清
末
に
い
た
る
塩
政
の
変
遷
を
明
ら

か
に
し
た
大
著
『
中
国
塩
政
史
の
研
究
』
を
著
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
先
生
畢

生
の
大
業
で
あ
り
、
世
界
で
初
め
て
の
中
国
仁
政
通
史
で
あ
る
。
こ
の
研
究

に
対
し
て
、
恩
賜
賞
・
日
本
学
士
院
賞
が
授
け
ら
れ
た
。

　
先
生
は
研
究
の
か
た
わ
ら
、
各
種
の
索
引
類
を
編
纂
さ
れ
て
、
ひ
ろ
く
研
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究
者
の
便
益
に
供
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
、
公
刊
の
も
の
だ
け
で
も
四
十
種
に

近
い
。
そ
の
一
、
工
を
挙
げ
よ
う
。
中
国
の
筆
記
小
説
類
の
目
次
、
項
目
を

採
録
配
列
し
た
『
申
国
随
筆
索
引
』
（
共
編
）
、
『
中
国
随
筆
雑
著
索
引
騙
は

と
も
に
一
千
頁
を
超
え
る
大
著
で
あ
り
、
国
内
外
の
学
界
か
ら
高
評
を
え
た
。

『
宋
史
職
官
志
索
引
』
は
じ
め
『
宋
史
』
刑
法
・
丘
ハ
・
河
渠
・
選
挙
の
諸
志

索
引
は
、
も
と
も
と
先
生
が
長
年
講
じ
ら
れ
た
大
学
院
演
習
『
廃
熱
治
通
鑑

長
編
撫
を
講
読
す
る
必
要
か
ら
自
分
用
に
作
ら
れ
て
い
た
の
を
、
そ
の
後
順

次
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
揚
代
史
研
究
者
の
必
携
書
と
な
っ
て
い

る
。
史
籍
以
外
で
は
、
『
累
代
文
集
索
引
』
『
雅
俗
漢
語
訳
解
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
大
部
分
の
索
引
は
、
カ
ー
ド
採
り
か
ら
最
後
の
校
正
ま
で
、
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
独
力
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
断
の
努
力
に
は
金
く

敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。

　
先
生
は
在
職
の
二
五
年
間
、
学
園
紛
争
の
一
時
期
を
除
い
て
、
毎
日
朝
早

く
、
決
ま
っ
た
時
問
に
研
究
室
に
入
ら
れ
、
夕
方
の
帰
宅
の
時
問
も
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
日
曜
日
も
休
暇
中
も
休
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
先
生
の
研
究
態
度
は
、
学
生
た
ち
に
ょ
い
刺
激
と
な
り
、
当

時
は
休
日
に
も
研
究
室
に
出
て
く
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
若
い
者
の

研
究
に
一
々
口
出
し
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
よ
く
「
論
文
を
書
い
て

ま
す
か
」
と
、
そ
れ
と
な
く
鼓
舞
さ
れ
て
い
た
。
実
証
を
重
ん
じ
ら
れ
る
先

生
は
、
史
料
の
扱
い
に
つ
い
て
厳
し
く
、
論
文
諮
問
で
は
、
引
用
史
料
を
詳

し
く
原
典
と
照
合
し
て
、
引
用
の
誤
り
を
一
つ
一
つ
指
摘
さ
れ
、
誤
字
も
見

過
ご
さ
れ
な
か
っ
た
。
平
生
は
言
葉
少
な
く
、
近
寄
り
が
た
い
感
じ
だ
っ
た

が
、
毎
週
金
曜
の
東
洋
史
研
究
室
で
の
昼
食
会
で
は
、
先
生
も
く
つ
ろ
い
で

学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど
楽
し
げ
に
話
さ
れ
、
温
厚
な
お
人
柄
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
退
官
さ
れ
て
も
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
同
じ
ペ
ー
ス
で
論
文
を
書
き
索
引

を
作
ら
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
｝
月
、
第
二
麟
『
小
学
紺
珠
（
巻
八
職
富
類
）

索
引
』
（
手
稿
コ
ピ
ー
版
）
を
作
成
さ
れ
、
わ
た
し
も
一
冊
頂
戴
し
た
。
そ

れ
に
添
え
ら
れ
た
短
信
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
…
…
拙
著
王
応
麟
欄
小
学
紺
珠
』
は
二
年
前
に
始
め
ま
し
た
が
病
気
で

　
　
進
捗
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
や
っ
と
で
き
ま
し
た
の
で
お
目
に
か
け
ま
す

　
　
目
の
手
術
直
後
で
コ
ピ
ー
の
訂
正
が
ま
・
な
ら
ず
甚
だ
不
本
意
な
も
の

　
　
と
な
り
ま
し
た
が
御
諒
承
下
さ
い
　
　
　
　
二
月
十
六
日
　
佐
伯
富

　
こ
れ
に
は
も
は
や
何
の
コ
メ
ン
ト
も
無
用
で
あ
ろ
う
。
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竺
沙
雅
章
）
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